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1は じ め に

水稲ロングマット水耕苗育苗移植技術は,育苗及び移植
作業の省力化・軽作業化と,併せて移植作業の高能率化を
目的とし,農林水産省農業研究センターで,1996年に開発・
発表された技術である も ロングマット苗は,現在の 1箱
あたり幅28cm,長さ58oIの苗を10枚つなげたような,長 さ
6m程度の苗を育苗する。苗の軽量化とロール状の巻取り
を可能とするため,全 く上を使用せず,水耕栽培によって
育苗を行う。土を使わずに巻取り可能なマット強度を得る
ため,不織布と呼ばれるメッシュ状に穴の開いた綿の布の
上に直接播種して育苗を行う。それを巻取ることにより,
ロール苗の直径は40ctほ どとなり,1ロ ール当たりの重量
は10～ 12kg程度で,慣行土付き苗の 1箱当たり重量 7 kg程
度の10枚分の重量の約 1/6～ 1/7と なる。
岩手県農業研究センターでは1996年及び1997年において
この水耕育苗方法の,岩手県における適応性について検討
した。その結果,温度管理方法など改良する必要があるも
のの,寒冷地において水稲ロングマット水耕苗を育苗する
事が可能であることが認められたので報告する。

2試 験 方 法

は)試験場所及び試験年次
1996年 :岩手県立農業試験場 (滝沢村)
1997年 :岩手県農業研究センター (北上市)

12)育苗装置
農水省農業研究センター試作ロングマット水耕苗育苗装

置28cI× 600cll× 4連ペット (育苗箱約40枚分相当)木製
水耕液をボンプにより, 1ベ ット当たり1～ 2″ /min
で循環する。育苗ベットに不織布を敷き,こ の上に鳩胸程

度の催芽籾を播種し水耕液を循環し育苗を行なった。

(3)基本的な施肥法及び管理法
一葉展開までは水道水のみをボンプで循環し,以降は,
施肥として水耕液のECを水道水に対しプラス100と なる

表 1 試験区の構成
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図 1 ロングマット水耕苗装置の概略図

よう大塚ハウス肥料 1号 ,2号を15:1の割合で加えた。
蒸発により水耕液が減少するため,施肥前に水道水を給水
した。施肥 2日 目以降はECが低下した分を補給した。
14)試験区の構成
使用した不織布は

①日清紡  CM203111275(目付40g/ピ)綿 lllll%
②日清紡  AM20300275(目 付30g/イ )綿 100%
③日清紡Z2PRN20300275(目 付30g/ピ )

綿90%,ボ リプロピレン10%

3 試験結果及び考察

(D 岩手県において,4月 中旬から5月上旬の育苗期間
では,夜間の育苗ビニールハウス内の気温が 5℃以下にな
ることも多く,水耕液の温度が低下する。そのため,ス トー
プによるビニールハウスの保温対策を行うとともに.100
′程度の水耕液タンクで,21111-300Wの セラミックヒーター

を組み合わせ1,000Wと し,水耕液を加温した。更に育苗
ベットの底面や水耕液循環パイプを厚さ15m程度の発泡ス
テロールで覆った。これらの徹底した保温対策により,育
苗ビニールハウス内の最低気温が 5℃以下,水耕溶液の水

試 験 区  品  種 播種量 播種 移植 育苗 不      種 子 消 毒        育苗場所
織

M         乾籾 g 月日 月日 日数 布
1996-1 ヒメノモチ 21111* 5/1 5/15 14 ① ベンレートT水和剤+ス ターナ水和剤 岩手農試
1996-2   ″   200ホ  5/1 5/14 13 ② ベンレート水和剤 農研センター(筑波)
1996-3   ″   100  4/105/15 35 - ベンレートT水和剤+ス ターナ水和剤 対象区 :土付き苗
1997-1 あきたこまち 2H* 4/285/13 15 ③ ヘルシード水和剤+ス ターナ水和剤  岩手農研センター
1997-2   ″   120 4/11 5/13 32 - ベンレートT水和剤+カ スミン液剤  対象区 :土付き苗
*28cm× 58cm当 たり 1996-3及び1997-2は対象区として農家が準備した土付き苗
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1996-2   -   92    -   23    - -   87   -   60    -   072
1996-3    82        32         -        54        87        136
1997-1   11 7    99     26     26     148    134     28     26     98     85      -      ―

1997-2       11 4             30             347             64             11 7             1 76

*SPADに よる葉色値

表 2 育苗ベット位置別苗質調査結果

温が15℃以下にならないように管理する事力河能であった。

9)1996-1は ,品種にヒメノモチ用い,前記の保温対
策の条件において育苗したところ,13日 間の水耕溶液の日

平均水温の積算温度は347℃で,草丈88～ 10 4co,葉 数28
～30葉の苗を作ることが可能であった。 しかし,加温さ
れている水耕溶液は6mの育苗ベットを移動することによ
り水温が低下し,水耕溶液の水温が水口と水尻で平均13
℃の差が生じ,水口11で草丈や葉数が勝り,水尻に比較 し

て草丈で1 6cm,葉数で02葉の差が見られた。今後水口と

水尻の生育差を解消するような溶液管理方法について検討

する必要があると思われる。

13)試験1997-1で は播種12日 目から苗の一部で坪状の

自化苗が発生し,マ ットをカットして移植を行った。試験

1996-1では苗の自化は無かった。前者と後者では種子消

毒剤が異なっていることと,どちらの試験でも育苗期間短

縮のため水耕溶液の最低水温も20℃程度まで上昇させてい

泉慕桜篠象留;:辱弩署撼惚糧担ttt課 F冨健::あ ;::き |こ
つながったのではないかと考えられた。病害の発生と関連

し,種子消毒薬剤や,育苗期間中の水耕溶液の最低水温に

ついて今後検討が必要と思われた。

に)ロ ングマット水耕苗の,100個体当たりの地上部乾
物重は0838と 慣行土付き苗の136gの約60%で充実度が

劣った。また,コ ングマット水耕苗の葉色は育苗期間を通

して慣行苗に比較して淡く経過した。1996-2の農業研究
センターで育苗し,岩手の現地圃場に持ち込んだ,コ ング

マット苗についても,地上部乾物重が慣行土付き苗に比較

[班鷲}境差待勇Я毛ま:泉季署書縁罷籠劣塁を2お彩馨
であると思われた (表 2)。 水耕液に施用している大塚 1

号及び 2号の窒素成分は硝酸態窒素がほとんどであるため,
葉色が淡くなると推定された。

6)1997-1では最長根長が 3 cll程度と短かく,根がら
みによるマット形成が不十分であった。今回の育苗試験で

は種子消毒について,慣行土付き苗の消毒方法に準 じて ,
ベンレートT水和剤とスターナ水和剤の湿粉衣,ま たはヘ

ルシード水和剤とスターナ水和剤の湿粉衣を行ったが,水
耕栽培であり,慣行土付き育苗と異なった方法で育苗する

ため,使用した種子消毒剤による薬害の可能性も考えられ

た。ロングマット水耕栽培における最適な種子消毒薬剤の

選定についても今後の検討課題である。

4 ま と め

この試験により寒冷地においても,水耕溶液をヒーター

によって加温し,水温を昼間30℃ ,夜間15℃程度に管理す

ることにより14日間程度で草丈10cll,葉数 2～25葉程度
の水耕苗を作ることが可能であることがわかった。しかし

根の伸長を抑制しマット形成を阻害する原因や,自化苗の

したいと考えている。
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図 3 ロングマット水耕苗の育苗状況


